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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
 
本研究は，鍼とホースセラピーを組み合わせたハイブリッドセラピーの確立を目指すための研
究であり, 全6章で構成される．第1章では先行研究の検討について示した．これまで，肩こり
と腰痛の有訴者率が第1位と第2位であることが厚生労働省による国民生活基礎調査によって報
告されており，不良姿勢や運動不足，そして精神的緊張と関連するストレスなどが肩こりと腰痛
の原因としてされている（奈良, 2008）．そのため，肩こりと腰痛の治療を行わなかった場合，
痛みだけではなく，心理的気分や自律神経系にも影響を及ぼす可能性があることを示した． 
肩こりと腰痛に対する治療法として薬物療法が挙げられるが，副作用があるため，この方法以
外での解決方法を模索する必要があることを課題として提示した．そこで，薬物療法以外の治療
法として，鍼とホースセラピーに着目した. まず，鍼の効果についてまとめ，鍼治療や研究分野
では，診断治療の標準化，技術の再現性と客観性が課題として残されていることを示した．次に，
ホースセラピーについての定義や利点，そして，効果についてまとめ，ホースセラピーの研究に
は，対象者や馬，実験期間の設定などの課題が残されていることも示した．そして，鍼とホース
セラピーを組み合わせたハイブリッドセラピーの確立を目指す意義についてふれ, 両者の相乗効
果を検証する前に鍼とホースセラピーの効果をそれぞれ単独で検証する必要性を示した． 
第 2章では，鍼治療の診断治療を標準化した指標であるM-Test診断治療法を用いて，肩こり
と腰痛が観察されやすい大学生を対象とし，円皮鍼が肩こりと腰痛，そして自律神経活動にどの
様な影響を及ぼすのかを検討した．その結果，円皮鍼刺激を受けた大学生の肩こりと腰痛の緩和
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が得られ，副交感神経活動の増加と交感神経活動の減少が得られた． 
第3章は，第2章の継続研究であり，異なる姿勢への円皮鍼刺激が，肩こりと腰痛，心理的気
分，そして自律神経活動にどの様な影響を及ぼすのかを検討するために，仰臥位，椅子座位，そ
して騎乗姿勢の3群で比較検討することにした．その結果，円皮鍼刺激を受けた3群姿勢全ての
対象者の肩こりと腰痛の軽減が得られ，気分の指標である快適度と，副交感神経活動の増加が得
られた． 
第4章では，健常者（乗馬初心者）へのホースセラピーが，肩こりと腰痛，心理的気分，そし
て自律神経活動にどの様な影響を及ぼすのかを検討するために，乗馬シミュレーター条件と比較
検討した．その結果，ホースセラピー条件のみ，快適度と副交感神経活動の増加が得られた．し
かし，両条件の肩こりと腰痛の軽減は得られなかった．これは，ホースセラピーは精神的効果が
得られたが，対象者全員が乗馬初心者であったため，馬に騎乗した時の緊張が，肩こりや腰痛の
軽減が得られなかった可能性が示唆された．また，シミュレーターは，馬のゆらぎが完全再現さ
れていないことが，肩こりと腰痛の軽減を得ることが出来なかった可能性も示唆した． 
第5章では，円皮鍼とホースセラピーを組み合わせた治療法が，肩こりと腰痛，心理的気分，
そして自律神経活動にどの様な影響を及ぼすのかを検証するために，円皮鍼と乗馬シミュレータ
ーを組み合わせた条件と比較検討した．その結果，両条件の肩こりと腰痛の軽減が得られたが，
円皮鍼とホースセラピーを組み合わせた条件の方が，より腰痛の緩和が得られた．また，円皮鍼
とホースセラピーを組み合わせた条件が，より快適度増加と覚醒度の減少も得られ，副交感神経
活動の増加と交感神経活動の減少も得られた．そして，ハイブリッドセラピーの確立を目指すた
めに，円皮鍼，ホースセラピー，そして円皮鍼とホースセラピーを組み合わせた条件で比較検討
することを目的とした．その結果，3つの群間比較から相乗効果を明確にすることができなかっ
た．しかし，ホースセラピーで得られなかった腰痛緩和が，円皮鍼とホースセラピーを組み合わ
せた治療法が円皮鍼治療よりも緩和傾向が高くみられたことから，相乗効果の確立が目指せた可
能性を示唆した．また，円皮鍼とホースセラピーを組み合わせた治療法の方が，ホースセラピー
よりも交感神経活動の抑制が得られた．これらのことから，円皮鍼は，自律神経活動の調整を行
う一つのツールとして活用できることを示し，円皮鍼を乗馬初心者に貼付することで，騎乗によ
って引き起こされた精神的緊張を和らげ，安定したホースセラピーを実現することを示した． 
 第6章は総括であり，本研究で得られた結果（円皮鍼の効果，異なる姿勢への円皮鍼の効果，
ホースセラピーの効果，そして円皮鍼とホースセラピーを組み合わせた効果）について整理し，
総合的な考察，本研究からの示唆と今後の課題について述べた． 
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学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 本論文に関して, 論文審査委員及び公聴会出席者より, 異なる姿勢への円皮鍼の効果に関する
解釈の仕方, ホースセラピーを行う際の対象者による効果の相違, 鍼とホースセラピーを組み合
わせた際の相乗効果などについて質問がなされたが, いずれも著者から明確な回答があり, 質問
者の理解が得られた.  
 以上により、論文審査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査した結果，
本論文が博士（学術）の学位に十分値するものであると判断した． 
